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調 査 日 誌 抄 録 

試掘発掘調査業務 

１ 月  ９ 日  基準点測量、試掘坑位置設定 

  １ 月  16 日  現場基地設営（仮設事務所設置、発電機・調査用具等搬入） 

１ 月  23 日  コンクリートガラ、路盤材撤去作業 

１ 月  25 日  1段目重機掘削及び遺構検出開始 

２ 月  １ 日  2段目重機掘削及び遺構検出開始 

  ２ 月  15 日 ドローンによる調査区撮影 

  ２ 月  21 日  東京都教育庁現場視察 

  ２ 月  27 日  中央区教育委員会調査指導 

  ２ 月  29 日  東京都教育庁現場視察（学習院女子大学 岩淵教授、大正大学 御堂島名誉教授） 

  ３ 月  １ 日  中央区教育委員会現場終了確認 

  ３ 月  ４ 日  遺構保護シート養生作業 

  ３ 月  ５ 日  重機による埋め戻し作業、調査区清掃作業 

  ３ 月 11 日  アスファルト敷設作業 

  ３ 月 15 日  現場撤収作業開始 

  ３ 月 16 日  調査区・調査区周辺の防塵処理作業 

  ３ 月 19 日  現場撤収完了 

  ３ 月 21 日  現場完了検査 

整理調査業務 

 ３月  １ 日  遺物洗浄作業開始 

  ３月  ４ 日  図面修正作業開始 

  ３月  ６ 日  遺物写真撮影作業 

  ３月  ７ 日  図版作成作業開始 

 ３月  ８ 日  遺物集計・梱包作業 

 ３月  11 日  原稿執筆作業開始 

 ３月  18 日 報告書レイアウト作業開始 

 ３月  21 日 報告書完成
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地理的・歴史的環境 

調査対象地である築地市場跡は、徳川家康江戸入府時には隅田川河口部に広がる湿地であったが、少なくとも
明暦 2 年 ( 1656 ) から翌年にかけておきた明暦の大火までには埋め立てられた。 

 埋め立て後は、町人地から御米蔵を経て、享保年中 ( 1716 ～1736 )には森川出羽守、有馬内膳、辻新之巫、
稲葉若狭守、などの拝領屋敷地となった。その後、拝領地は大きく集約され、文化 5 年 ( 1808 )には佐倉藩主堀
田相模守の屋敷地に、文政 13 年 ( 1830 )には紀州藩邸となったが、安政 2 年 ( 1855 ) には幕府御用地へと変化し
ていった。 

    試掘坑周辺は、寛文 2 年 ( 1662 )に稲葉家（ 小田原藩 ）がこの地を拝領し、屋敷地造成を目的とした普請を行
った。当時はまだ埋め立ては行われておらず、万治 3 年( 1660  )から稲葉家がこの地の埋め立てを行ったとされ
る。「風山月楼記」(『鷲峰先生林学士文集』 巻第6 所収 ) には、埋立ての完了は寛文3 年( 1663 )  と記されてお
り、埋立て後は稲葉家中屋敷となり、「 江風山月楼 」という庭園が整備されたという。その後、屋敷地は一橋家
のものとなったが、寛政 4 年 (  1792  )、松平定信が老中引退間際に譲り受けて隠居所とし、「浴恩園 」を造園し
た。浴恩園内には「春風の池 」と「秋風の池 」という２つの池があり、浜離宮と同じく海水を引き入れた汐入り
の池であった。しかし、文政12 年 ( 1829  ) 3 月の大火で被災してしまった。 

   明治維新後には、この地は海軍省用地となり、浴恩園のあった松平家の下屋敷は明治16 年 ( 1883 ) に海軍兵学
校の生徒館、明治41 年 ( 1908 ) には海軍軍医学校等が設置された。しかし、浴恩園の2 つの池は維新以降も残さ
れたが、大正12 年 ( 1923 ) の関東大震災で海軍省の諸施設は大きな被害を受け、この２つの池も埋め立てられる
こととなった。 

 震災後、 日本橋にあった魚河岸と京橋にあった大
だい

根
こ

河岸
がし

が海軍省から築地の用地を一部借り受け、一時的に公 
設市場が開設され、昭和  10  年 ( 1935 )には中央卸売市場となった。その後は、第 2 次世界大戦後から昭和  30  年
（  1955  ）まで米軍に接収されたが、築地市場の運営は、平成 30 年 ( 2018 )に市場が豊洲に移転するまで続いた。 

１図 試掘坑位置図 
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試掘坑→ 

２図 『水路部沿革史』震災以前頃の海軍省空中写真(国土地理院) 

３図 明治10年（1877）の海軍省敷地(海軍兵学校・海軍軍医学校ほか)と試掘坑 

（『水路部沿革史』（国立国会図書館）に 調査範囲をはめ込んだ合成写真） 
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延寳年中（1673～1681）(左) 寳永年中（1704～1711）(右) 

  文化五年（1808） (左)     文久二年（1862）(右) 

４図 試掘坑エリアの変遷『御府内沿革図書』(中央区教育委員会) 

５図 『江戸浴恩園全図』明治17年（1884）(国立国会図書館)（図面下が南東方向を指す） 
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    嘉永年間（1848~1854年）  文久年間（1861~1864年）  明治元年（1868年） 

 明治10年（1877年） 

   明治17年（1884年）                        明治45年（1912年）                                      大正14年（1925年） 

６図 試掘坑エリアの水路変遷図『水路部参考図』（国立国会図書館蔵）（水路入口に青丸を付けた合成図） 
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調 査 成 果 

試掘坑 

調査面積  311.05 ㎡   

検出遺構   計 9 基、２条、１か所（石積 ８ 基、水路状遺構１条、下水溝 １条、煉瓦組枡（便槽）１ 基、焼土整理跡 

１か所）   

出土遺物  点数 523 点、重量  49  kｇ（磁器203点（内ガイシ11点）、陶器53点、炻器３点、瓦154点、煉瓦48点、ガ 

ラス製品 60 点、コンクリート製品 １ 点、自然遺物 1 点）

調査所見    試掘坑は、旧築地市場に関連した埋設管が複数検出された。そのため、上の大部分は埋設に伴う客土と

なっていた。また、調査区中央部は旧築地市場の建物基礎によって壊されており、昭和時代の整地層と近

代の整地層の境も不明瞭な箇所が目立っていた。 

  段掘り調査の１段目は TP= 1.8 m まで掘削したが、表層ではコンクリートガラが混入した盛土層を確

認した。この盛土層を取り除くと、旧築地市場建物基礎が確認された。基礎部の下層は、レンガ片混じり

の整地層で、ガラス瓶の破片やコンクリートガラが共に出土していた。これらは関東大震災時に崩壊した

海軍省時代の施設の廃材と考えられる。また、出土遺物は近代から昭和時代に比定されるものが主体とな

るが、数は少ないものの、中には近世の陶・磁器も含まれている。その理由の一つとして、切り土工事に

よって土中の近世の遺物等が混入してしまうということが考えられる。よって、瀬戸・美濃系の碗や瓶、

肥前系の染付碗や鉢などの近世陶磁器片や近代初頭の型紙摺りの碗片、大日本麦酒（株）のビール瓶（明

治39年~昭和8年生産）、昭和時代の牛乳瓶等が同一土層から出土している。 

段掘り調査の２段目は TP=  1.0  m まで掘削したが、当該層はレンガ片主体の層と近世の造成層の間層

に相当する。出土遺物は近代の遺物が主体となるが、大半は明治時代に比定される。特に、中央部から西

部にかけて、「陶峰園製」の銘の入った瀬戸美濃系碗の破片が４点出土しており、海軍省内で使用してい

たものと推測される。また、調査区中央部で埋土された石炭ガラや灰混じりの砂層からは、近代の瓶や碗

の破片が４点、ガラス瓶３点が出土している。しかし、肥前系の松竹梅文や花唐草文、菊花文等が描かれ

た染付碗や青磁鉢片、瀬戸・美濃系の陶器の鉢、洋皿等の近代陶磁器のほか、菊花文等の湯呑碗・草花文

等が描かれた「くらわんか」碗等の磁器、瀬戸・美濃系の陶器の徳利等、近世に比定される陶磁器も少な

からず出土している。 

当調査区から確認された遺構は、調査区中央部で「 石積  １・３~8  」、「 水路状遺構１ 」、「焼土 

整理跡１」、調査区南部で「石積２」、西部で「下水溝 １」・「煉瓦組枡（便槽）１」が該当する。こ

れら確認された遺構と出土遺物に関しては、以下で順に述べていきたい。 

7



（１）「石積１」（D6-8、D7-2、D7-5グリッド）

本遺構は、トレンチ掘りの結果、TP約 1.4 mで17~32cmほどの石垣石が、「石積３」とほぼ並行して

東西方向に約19.8mの範囲で確認された。しかし、並行している「石積３」と近接しているため、深く掘

り下げることができず、何段で構築されているのかは不明であ

る。しかし、これらは位置的に近世の浴恩園の池に繋がる水路

であった可能性がある。また、本遺構は西端部で120 度ほど屈

曲しており、海軍省水路部の明治10年（ 1877 ）の絵図とも一

致している（６・７図）。 

また、検出された遺構と絵図をすり合わせると、本遺構が浴

恩園の水路の北壁であったと仮定した場合、後述する「石積

２」もまた同様に屈曲しているため、この絵図から判断して、

一辺約22mの範囲で大きな取水口が存在していた可能性が示唆

される。なお、水路の南壁を「石積２」とするのではなく、後  ７図 海軍省水路部絵図(水路ヵ)略図

述する「水路状遺構１」と仮定することも想定される。理由としては、「水路状遺構１」の南壁は石垣石

を３段に組んだ構造となっており、元来、近世の石積であったものを近代以降の下水溝壁に転用したもの

だからである。いずれにしてもこの二つの仮説に挙げた「石積２」及び「水路状遺構１」のいずれかが浴

恩園の水路の南壁であったと推測できるのではないだろうか。なお、本遺構の構築時期については近世と

推測されるが、近代に入ってもなお、浴恩園の池は海軍省の地図に表記されていることを前提として考え

ると、本遺構の廃絶時期は、後述する「石積 ３」が構築された近代初期段階であった可能性がある。その

理由としては、「石積１」と「石積３」が並行して検出されていたことや、石積の裏込めから出土した５

点の遺物が、全て18世紀～19世紀前半頃に比定されるためである。出土遺物は、陶器は瀬戸・美濃系の碗

で、磁器は全て肥前系の碗であった。 

（２）「石積２」（E6-7グリッド）

本遺構は、E6-7グリッドの中央部に位置する。確認された部分は石積のコーナー部であり、北西方向と

南西方向に「く」の字に屈折している。いずれも石垣石が４段に積まれた状態で遺存しており、最上段は

TP ＋0.46 cmであった。ただし、本来は何段で構築されたものであったかは不明である。石垣石はツラ

30 cm四方のものが大半であったが、小ツラ横が 20 ~ 60  cmの様々な幅の石垣石が混在していた。また、

裏込の幅はツラより約 0.8~1.2 mであったが、土丹が認められたのは部分的であった。石積の最下部は、

高さ約 20cmの胴木が敷かれ、ツラ側が杭で固定されていた。また、北西方向の石積には胴木の下に直交

して角材が1本確認された。出土遺物は、19世紀代に比定される磁器碗３点が石積の裏込上層部分から確

認された。 

（３）「石積３」（D6-8、D7-2グリッド）

本遺構は一部攪乱で壊されていたものの、上記グリッドにおいて東西方向に約 15.9 mの範囲で確認さ

れた。この石積は、切石が４段に積み重ねられた状態で検出されており、最上段のTPは約 1.8 mであっ

た。しかし、最上段の切石の上面には切石同士を接着しているモルタルが厚く堆積している箇所が認め 

られており、本来は５段以上あったものとみられる。また、切石は大谷石によるもので、縦 21 cm×横

92cmと縦31cm×横92cmの切石が主体である。なお、この切石の規格は「石積４ ~ ６」と同様である。
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加えて、本遺構は「石積４・６」に直交し、「石積５」と並行しているが、４段認められる石積は本遺構

のみであり、ほかの石積とは異なる構造であった。また、本遺構は、位置的に近世の浴恩園の池に繋がる

水路と同じ位置で確認されており、これが踏襲された遺構であるものと考えられる。この水路は、近代の

海軍省の地図にも記載されており、そのため、発見当初は本遺構が「石積４」とともに水路の壁の用途で

同時期に建てられたものと推測して調査を行った。しかしながら、調査を進めていくに従い、「石積４」

の基礎は切石を縦に設置したロウソク石であったため、本遺構の基礎と「石積４」の基礎とでは構造が大

きく異なることが判明した。また、双方ともに近代に構築されたものと判断されるが、本遺構が近世に埋

土した強固な地盤上に構築されているのに対して、「石積４」は近代に石炭ガラを主体とした廃棄物によ

って埋土した緩い地盤上に構築されていた。以上から、建物構造と地盤環境に明らかな差異があり、同時

期に構築されたものとは考えられないため、造り替え等の可能性があると考えられる。 

（４）「石積４」（D6-8グリッド）

本遺構は、D6-8グリッドの東端において、南北長  3.3 mの範囲で確認された。TP＋約2.45 mである。

確認された切石は１段で、大谷石によるものである。また、切石の上面には「石積 ３」同様、切石同士

を接着していたとみられるモルタルが厚く認められた箇所があり、本来、切石は複数段あったものと考え

られる。また、このモルタルの上部には関東大震災によって崩壊された煉瓦建物のガラや焼土が ３ cmほ

ど堆積していることから、本遺構が廃絶された時期は関東大震災ないしこれ以前であると思われる。また

切石の下部にはロウソク石が真芯間約 1.2 mで確認された。 

  なお、「石積３」についても上部が壊されていたが、こちらの切石上には焼土の堆積が見られないこと

から、「石積３」は関東大震災後に廃絶されたものと思われ、双方の廃絶時期が異なる可能性が高い。 

（５）「石積５」（D6-8グリッド）

本遺構は、D6-8グリッドの南端において東西長約  5.1  mの範囲で大谷石による切石が１段確認され、

TP＋約1.8mである。切石の下部には、「石積４」同様、ロウソク石が真芯間0.75～1.85mで確認され

た。本遺構は切石の並びに歪みが認められ、基礎部の埋土は「石積４」と同一層で、石炭ガラが主体であ

る。また、切石の上面は他の切石同様、切石同士を接着していたモルタルが確認された。 

（６）「石積６」（D7-2グリッド）

本遺構は、D7-2グリッドの南部において南北長約 1.9 mで大谷石による切石が１段確認され、TP＋約

1.75mである。また、「石積３」と直交する。切石は無造作に積まれた、やや粗雑な構造で、大きく歪ん

でいた。また、本遺構の中央部は木製の電信柱基礎によって壊されており、詳細は不明である。 

（７）「石積７」（D6-9グリッド）

本遺構は、D6-9グリッド中央部において東西長約4.1mの範囲で確認された。切石は、凝灰岩と花崗岩

によるもので４段確認され、TP＋約 1.0 mである。また、「水路状遺構 １」のコンクリート床が本遺構

の北側を覆うように重なっており、全様は明らかにはなっていない。しかし、「石積７」と「石積８」の

ツラがそれぞれ南側と北側に向いており、桟橋状に並行に検出されていることからみて、浴恩園の水路の

両壁であった可能性がある。遺物は石組のトレンチ部分から出土した破片で、コバルト釉が施された碗や

皿、瀬戸・美濃系の陶器の水鉢、唐津産の鉢片などであり、全て近代に比定されるものである。また、裏
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込めの上層部分から出土した遺物は、18世紀～19世紀前半頃に比定されるもので、陶器は瀬戸・美濃系

の碗、磁器は全て肥前系の碗であった。 

（８）「石積８」（D6-9グリッド）

本遺構は、D6-9グリッド中央部において東西長約3.8mの範囲で確認された。切石は、凝灰岩や花崗岩

によるもので４段確認され、TP＋約 1.0 mである。また、「水路状遺構１」のコンクリート床が本遺構の

南側を覆うように重なっており、全様は明らかにはなっていない。しかし、「石積７」と並行しているこ

とや、「石積 ７・８ 」のツラがそれぞれ南側と北側に向いており、桟橋状に検出されていることからみ

て、「下水溝１」の北壁と推測される。また、位置的にみて、「石積８」とともに、本来は、浴恩園の水

路の両壁であった可能性がある。 

（９）「水路状遺構１」（D6-9グリッド）

本遺構は、D6-9グリッドの中央部に位置し、調査開始当初はコンクリート製の長い床板とみられてい

たが、一部を除去したところ、水路状遺構であったことがわかった。遺構の全幅は約1.5mで、溝幅約 1.2 

m、内高は約1.0mであった。遺構の南壁は石積となっており（「石積 ７・８」 ）、石垣石が３段積み重

ねられていた。北壁は大谷石の切石がモルタルで上塗りされた状態で検出されており（「石積８」）、い

ずれの壁も１回以上の改修を経たものとみられる。遺構の内部には発泡スチロールの皿や空き缶などの遺

物が残されており、第二次政世界大戦後も機能していたことが確認された。また、本遺構は調査区外へと

延びているが、東端は土砂で埋まっていた。 

（10）「下水溝１」（D7-2グリッド）

本遺構は、D7-2グリッドの西部に位置する。また、「石積１・３」と直交し、「煉瓦組枡（便槽）

１」と隣接して検出された。検出された標高はTP＋約1.84mで、長さ約 5.4m、幅約 0.32m、深さ約10cm

であり、北から南に緩やかに傾斜していた。遺存状況は不良であったが、構造は炻器のU字溝（土樋）を

組み合わせてコンクリートで固定した造りである。遺物は5点出土したが、全て近代の所産である。 

（11）「煉瓦組枡（便槽）１」（D7-2、D7-5グリッド）

本遺構は、D7-2グリッドの西部に位置し、平面形は約1.2m四方の正方形で、砂利が多量に含まれる粗

いコンクリート基礎の上に煉瓦が3段「長手積み」で重ねられた造りである。最上段の煉瓦の上面には、

煉瓦同士を接着しているモルタルが厚く堆積している箇所が認められ、本来は３段以上あったものと思わ

れる。内部には壊れた煉瓦や近代に比定される瀬戸・美濃系の鉢や肥前系の陶器の瓶のほかに便器の破片

が癒着して遺存していた。 

（12）「焼土整理跡」（D6-8、D6-9グリッド）

焼土はD6-8、D6-9グリッドの東部に拡がっており、出土遺物や土層より、関東大震災による火災を起

因として堆積したものと判断した。土層の厚さは３~５cmである。遺物は33点出土したが、肥前系の磁器

碗以外はすべて近代に比定できるものであった。そのうち18点はガラス製品であったが、高温でガラス板

が融着した破片が ４ 点確認された。また、「四」と墨書された不明コンクリート製品が １ 点出土してい

る。これらの遺物は焼土の中から出土したものであるが、融着したガラスの破片以外は被熱しておらず、

焼土を埋築土する際に同時に廃棄したものと思われる。 
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NO.１

調査区全景（上方が北西を指す）

旧築地市場建物跡確認状況（南西から） 旧築地市場建物跡確認状況（南東から）

旧築地市場建物跡確認状況（西から） 調査区中央部遺構確認状況（南西から）



石積2確認状況(西から)

NO.２

調査区東壁土層観察状況(南から) 調査区南壁土層観察状況(北から)

調査区中央部遺構確認状況（南東から） 石積1-B確認状況(南東から)

石積1-C・3-B確認状況(南東から) 石積1-D確認状況(西から)

石積2確認状況(直上から)



石積4確認状況(南西から) 石積5確認状況(北西から)

下水溝1・石積７確認状況(直上から) 下水溝1・石積７・８確認状況(北西から)

石積３-A確認状況(南東から) 石積3-B・6確認状況(南東から)

石積3-B・6確認状況(東から) 石積3-B確認状況(南東から)

NO.３



下水溝1・石積８断面確認状況(北東から) 下水溝２・煉瓦組１枡確認状況(南東から)

煉瓦組枡１確認状況(南西から) 煉瓦組枡1-1確認状況(南西から)

下水溝1内部状況(南壁：石積７、北壁：石積８) 下水溝1・石積７土層確認状況(南西から)

石積７断面確認状況1(南から) 下水溝1・石積８断面確認状況(南東から)

NO.４



NO.5中央部上層1

中央部中層1



NO.6中央部中層2



南部上層1

NO.7中央部中層3



NO.8

南部中層1

南部上層2



NO.9西部上層1

西部中層1



NO.10西部中層2



レンガ

NO.11

石積1

中央部スラグ混じり層

西部中層3



石積2 NO.12

煉瓦組枡（便槽）1

石積7

下水溝２



NO.13焼土整理跡




